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イン タ ーネット 時 代 の

マ ッ ク

堂 々 の 登 場

緊急企画

iMac
インターネットマガジン編集部
Photo: Nakamura Tohru

特徴的なデザインで発売前から話題沸騰のiMacが8月29日、ついに日

本でも発売された。新生アップルの象徴としてまったく新しいイメージを

打ち出しているiMacとは、いったいどんなコンピュータなのか。iMac

の「i」はinternetの「i」だというが、いったいインターネット時代のマッ

クとはどんなものなのか。デザインの細部からネットワーク機能、iMac

用に最適化されたMacOS 8.1まで、詳しく解説していこう。

がやってきた！
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高速で、スタイリッシュで、シンプルなマシン
話題のiMacを大解剖！
ボンダイブルーと白の半透明なプラスチックボディーが見る人に強烈なインパクトをあたえるiMac。

後ろから見たフォルムがこんなに美しいコンピュータなんていままで存在しただろうか？ マウス

から電源ケーブルにいたるまで、遊び心もいっぱいだ。まずはiMacのスタイリッシュなデザインを

とくとご覧あれ！

●マイク

パフォーマー同様、ディスプレイの上にマイクが内蔵
されている。

●15インチブラウン管ディスプレイ

標準搭載の2Mバイト（最大6Mバイトまで拡張可）
のVRAMで、800×600ピクセルで最大約1670万色、
1024×768ピクセルで3万2768色まで表示できる。

●電源

電源を入れるとグリーンに、スリープ時はオレンジ色に
光る。

●内蔵スピーカーとヘッドフォン端子

音に広がりがでるSRSサラウンドサウンドに対応して
いる内蔵スピーカー。ヘッドフォン端子は学校や親子、
恋人同士で使われることを意識して2つ装備している。

●ハンドル

上面後ろにある持ち運び用のハンドル。

●マザーボード

背面下部に小さなハンドルがあ
り、カバーが開けられる。ここ
からメモリーを増設する。

●足

筐体の底面にある折り畳み式の足。ディスプ
レイの角度を調節できる。角度が変わると見
た目の印象もちょっと変わるから不思議。

●USB JISキーボード

USBハブとして機能するコネクターを2つ装備して
いる。これまでのアップル純正キーボード同様にパ
ワーキーも付いている。
また、裏面にはアップルマークが！　思わずニヤッ
としてしまう。キーボードの傾きを調節できる折り
畳み式の足も付いている。

●USBマウス

丸くて小さいので、慣れるまでちょっと使
いにくく感じる。マウスの真ん中が透けて
いて、緑と白のツートンカラーのマウスボ
ールが見えるようになっている。もちろん、
マウスボタンはいままでどおり1つ。

●電源ケーブル

iMacは電源ケーブルまで透明。このこだ
わりには脱帽してしまう。

●IrDAポート

4Mbpsでデータの転送ができる。パワーブック
やデジタルカメラなどとのデータのやりとりに活
躍するはずだ。

●24倍速CD-ROMドライブ

今までのデスクトップ機のものではなく、パワ
ーブック用のものを流用している。CDやCD-
ROMを入れたらトレイを手で押し込む必要が
ある。

iMacの主なハードウェア仕様

CPU PowerPC 750（G3）/233MHz
バックサイドキャッシュ 512KB
キャッシュバスクロック 117MHz
システムバス 66MHz
メモリー 32MB SDRAM（最大64MB×2）
ハードディスク 4GB E-IDE
CD-ROMドライブ 24倍速
ディスプレイ 15インチ（ドットピッチ0.28）
ビデオメモリ 2MB SGRAM（最大6MB）
ビデオチップ ATI RAGE Iic
スピーカー ステレオ（SRSサラウンド対応）
インターフェイス USBポート×2、10/100BASE-TXイーサネッ

トポート、56Kモデムポート、IrDAポート、マ
イクスピーカー端子各1

付属品 USBJISキーボード、USBマウス
サイズ（W×D×H）（ミリ）380×440×395
重量（キログラム） 17.9

①マイク端子
②外部スピーカー端子
③2つのUSB（Universal Serial Bus）ポート
④10BASE-T/100BASE-TX対応のイーサネットポート
⑤リセット用の穴（上）とプログラマボタン（下）
⑥K56flex/V.90対応の56Kbpsモデム
⑦拡張スペース

●I/Oポート部

周辺機器を接続するI/Oポート部。iMacにはプリンタ
ーポートもSCSIポートもないため非常にコンパクトで
すっきりしている。また、側面にあるためケーブル類
の着脱が楽になった。ケーブル類はフタと本体とのす
き間から通すのが正しく、丸い穴は通さない。この穴
はフタを開けるためのもの。拡張スペースは、今のと
ころどのように使われるのか不明だ。
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データのやり取りは
ネットワークで

iMacで衝撃的だったのはフロッピーディスク

がないという点だ。たしかに、現在販売されて

いるパッケージソフトの多くはCD-ROMだし、

シェアウェアやフリーソフトウェアはもちろん、

デバイスドライバー類もネットワークから入手

できる。他の人とのデータのやり取りも電子メ

ールやLANを使えばいい。このために、iMac

には高速な56Kモデムや100BASE-TXに対応

したイーサネットポートが装備されている。こ

う考えると、iMacはまさにネットワークで使う

ことを前提にしたコンピュータだと言える。も

ちろん、どうしてもフロッピーディスクが必要

だというユーザーは、サードパーティー製のUSB

フロッピーディスクドライブを購入すればいい。

ダイアルアップルーターを使ったインターネット接続図：図1

標準でこれだけのネットワーク対応
iMacのここがすごい！
iMacはその特徴的な外観からデザインばかりが話題になりがちだが、100BASE-

TXイーサネットポートやUSBポートを標準で装備するなど、ハードウェアの面で

も次世代のコンピュータの姿を先取りしている。ここでは、デザイン以外のiMac

の特徴的なところを解説しよう。
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56Kモデムで高速接続
iMacには、アナログ回線では最速の56Kモ

デムが標準で搭載されている。対応している通

信規格は、日本の多くのプロバイダーが対応し

ている「K56flex」と56Kモデムの標準規格で

ある「V.90」となっている。

この56Kモデムについて、米国では接続不良

などの問題があったようだが、今回、実際に

56Kモデムに対応しているグローバルオンライ

ンジャパン（http://www.gol.com/）とドリー

ムネット（http://www.mbn.or.jp/）の2つのプ

ロバイダーに接続してみたところ、どちらも44K

bpsから51Kbpsの通信速度で接続できた。こ

の接続不良の問題については、次号でさらに詳

しく検証してみることにする。

iMacにはダイアルアップ
ルーターがおすすめ

iMacにはシリアルポートの代わりにUSBポ

ートが装備されているが、今のところマックに

対応したUSB付きTAは販売されていない。

USBポートとシリアルポートを変換するアダプ

ターを購入するのが一番安価で簡単な方法だ

が、本誌の読者ならダイアルアップルーターの

購入を検討してほしい。

ダイアルアップルーターならイーサネットポー

トにつなぐだけでiMacでのPPP設定も不要。

複数のマックからインターネットに同時にアク

セスできるし、マック同士でデータの共有ができ

る。また、ディアイティ（http://ww.dit. co.jp/

maclan/）の「PC MACLAN」（1ユーザー版

36,000円）などの市販のソフトウェアを使えば、

ウィンドウズ95/98とのデータのやり取りもで

きる。さらに、USBに対応していない既存のプ

リンターも安価なプリントサーバーを購入する

だけでiMacにつなげられる（図1）。最近では、

ヤマハ（http://www. rtpro.yamaha.co.jp/）

のRTA50iのように49,800円という低価格で高

iMac
がやってきた！
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機能なダイアルアップルーターも続々と登場し

ている。どう考えても、iMacにはダイアルアッ

プルーターがおすすめだ。

USBで周辺機器も
簡単に接続

iMacは、これまでのマックで使われてきた

ADB（Apple Desktop Bus）やSCSIポート、

シリアルポートなどをなくし、代わりにUSBポ

ートを2つ装備している。

USBの最大の特徴は、周辺機器をツリー状

に接続できることだ。ツリーは最大6階層まで

延ばすことができ、USBハブを使えば1台のパ

ソコンに最大127台の周辺機器を接続できる

（iMacにプリインストールされているMacOS

8.1では、「Appleシステム・プロフィール」で

USB機器の接続状況がツリー表示され、一目

で分かるようになっている）。また、最大転送

速度が12Mbpsと従来のADBより高速だ。

USBのもう1つの特徴は、コンピュータの電

源が入った状態で周辺機器のケーブルの抜き差

しができることだ。デジタルカメラやジョイステ

ィックなど、普段使わないものは、必要なとき

だけつなげばよい。

ただし、注意しておきたいのは、まだマック

に対応したUSB機器は少ないという点だ。も

ちろん、今まで使っていたプリンターなどの周

辺機器もUSBに対応していなければ使えなく

なる。もちろん、前述のUSBポートとシリアル

ポートを変換するアダプターさえ購入すればい

いのだが、9月7日現在、日本ではまだ発売さ

れていない。

マックに対応したUSB機器については、アッ

プルのiMacのページ（http://imac.apple.

co.jp/）に最新の情報が掲載されているので、

チェックしてみよう。

OpenTransport PPPと
Apple Remote Access
が統合

これまで、主にiMacのハードウェアの面を解

説してきたが、iMacにプリインストールされて

いるMacOS 8.1のネットワーク機能にも目を向

けてみよう。

大きな変更点は、OpenTransport PPPと

Apple Remote Accessが統合されたことだろ

待望のマック版マイクロソフトオフィス98登場
9月4日に、マイクロソフトが待望の「Microsoft Office98 Macintosh Edition」を発売した。iMacの発売日
（8月29日）に六本木のラフォーレミュージアムで行われたiMacの発表会では、マイクロソフトの古川会長が
「アップルとマイクロソフトは新しい時代を迎えた」として、背広とワイシャツを脱ぎ、同社の製品とMac OS
を組み合わせたTシャツを披露。強烈にOffice98をアピールした。
Office98には、ワープロソフト「Word 98」、表計算ソフト「Excel 98」、プレゼンテーションソフト「Power-
Point 98」の3ソフトと、インターネットエクスプローラとアウトルックエクスプレスが1つのパッケージに収め
られている。機能はウィンドウズ版のOffice 97と同等で、加えて、文章の必要な部分だけを選択してドラッグ
アンドドロップで貼り付けられたり、QuickTimeファイルの文書への埋め込みに対応したりするなど、マック
ならではの機能も盛り込まれている。

インターネット接続アシスタントに
登録されているプロバイダー

BIGLOBE
http://www.biglobe.ne.jp/

BTNISインターネットサービス
http://www.pc.btnis.co.jp/

DREAM★NET
http://www.mbn.or.jp/

IIJ4U
http://www.iij4u.or.jp/

interQ
http://www.interq.ad.jp/

JustNet
http://www.justnet.ne.jp/

KCOM
http://www.kcom.ne.jp/

OCN
http://www.ocn.ne.jp/

ODN
http://www.odn.ne.jp/

So-net
http://www.so-net.ne.jp/

ネットパスポート
http://www.ibm.net/country/japan/

リムネット
http://www.rim.or.jp/

う。今まで別々だったコントロールパネルが

「リモートアクセス」という1つコントロールパ

ネルになり、サーバーに接続するときにARAP

（Apple Remote Access Protocol）とPPPを

自動的に判別するようになっている。個人ユー

ザーにはあまり関係ないかもしれないが、マッ

クでネットワークを構築しているSOHOユーザ

ーなどには嬉しい変更点だろう。

WWWブラウザーから
統合ソフトまで付属の
ソフトウェアも充実

まず、WWWブラウザーと電子メールソフト

は、MacOS 8.0同様にマイクロソフトの「イ

ンターネットエクスプローラ4.01」と「アウト

ルックエクスプレス4.01」が標準となっている。

ほかにも、「ネットスケープナビゲーター4.04」

と「ポストペット1.1」が付属している。

また、ウィザード形式でインターネット接続

に関する設定ができる「インターネット接続ア

シスタント」には、右表のプロバイダーがあら

かじめ登録されている。

インターネット関連以外のソフトウェアでは、

ワープロや表計算などの統合ソフト「クラリス

ワークス 4.0v3」や画像編集ソフト「Kai's

PhotoSoap SE」などが付属している。さすが

にコンシューマー向けのコンピュータだけあっ

て、買ってすぐに使えるようにソフトウェアは

充実している。

iMacから始まる
次世代マックのスタイル

従来のマックはロジックボードの4Mバイト

ROMの中に膨大な量のシステムプログラムが収

められていた。iMacではこれらのプログラムを

ハードディスクに「MAC OS ROM」というフ

ァイルとして置き、システムの起動時にRAM

に読み込んで動作する。当然、データの読み出

し速度はROMからよりRAMからのほうが早い

ので、 iMacは同 じ PowerPC 750（ G3）

/233MHzのデスクトップ機よりも高速に動作

するという。iMacにはOSを起動させる必要最

低限のプログラムを収めた512Kバイトのブート

ROMがあるだけだ。この方式は「ROM in

RAM方式」と呼ばれ、これから登場するマッ

クにも採用されると思われる。

iMacはこれからのアップルの戦略を反映した

コンピュータ、次世代マックのスタイルを先取

りしたコンピュータだと言える。99年にはコン

シューマー向けのパワーブックが登場する予定

もあり、今後のアップルの動向にますます目が

離せなくなりそうだ。
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